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子どもどうしの「かかわり」を大切にした授業づくり
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平成26年 10月 14日むた)から 11月 11日w
まで，山形市内のN小学校にて，教職専門実習E
を行った。昨年度に行った教職専門実習Eでも配




















































A 9 12 
B 9 15 
C 6 16 
D 5 15 
子どもたちが課題を解く様子や，授業後に受け
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ようであった。 Aさんは rC!::+ういうこと ?Jと言
いJ Tくんも，言葉を発してはいないが，わかり
そうでわからないというような浮かない顔をして
いた。 Kくんは， AさんやTくんのわからなさとと
もに， Mさんの言いたいことを受け止め，自分の
言葉でAさんやTさんにわかるように説明してい
た。この説明を聴き， Aさん・Tくんは，なぜ「古
本屋Bに持って行く」ことが「ごみを減らす工夫』
になるのか，ということが理解できたようであっ
た。さらに， Tくんは，担会科見学で得た， r埋め
立てごみが増えると問題になる」ということとも
つなげて理解している。
このTくんは，以前は学校を休みがちであった。
だが，少しずつ学校に来るようになると，他の子
どもに支えられながら，クラスで授業を受けるよ
うになってきた。そして，少しずつ自分の疑問・
考えを言えるようになっていき，本時で取り上げ
たように，他の子どもと話し合いながら学習をす
るようになった。時々，午前中のみで帰宅する，
ということもあるが，クラスで他の子どもととも
に過ごす時間は，以前よりも確実に増えているの
である。 Tくんは，本時だけでなく，これまでの
授業もグループでの学習を積み重ねてきた。グル
ープの他の子どもと意見を交わしあう中で，他者
とかかわることの良さや，かかわりながら学ぶこ
との楽しさを感じるようになってきたと考えられ
る。 Tくんにとって，この教室は，以前よりも居
心地の良いものになってきていたのではないだろ
うか。
4 考察
先行研究から，グループでの学習が他者と「強
制的」にかかわりをもたせること，それを積み重
ねることで，自然なかかわりになっていくことを
学んだ。また， rジャンプの課題」をきっかけにし
て，子どもは他者の考え方と出合い，学んでいく，
ということを学んだ。
「ジャンプの課題」は，子どもにとって“少し
難しいのではないカ子と考えられる課題である。
このような課題に子どもが向き合ったとき， rわか
らないJという疑問が生まれてくる。それを解決
するために，他の子どもに対して， rここがわから
ないんだけど」などと声をかける。その「わから
ないこと」を他の子どもが受け取り，相手がその
「わからないこと」をわかるようになるための手
助けをしていくのである。「わからない」と感じた
子どもは，その手助けをもとにもう一度謀題に向
き合っていく。そして，そこで生まれた考えを他
の子どもに伝えたり，新たに出た疑問を投げかけ
たりする。このやり取りの繰り返しから，次第に
新しい考えが練り上げられて，学びとなっていく。
このような学びを生み出すための環境として，
グループ形態による学習があると考えられる。グ
ループにすることで，他の子どもとの物離句距離
は近くなる。そうすることで，自然と他の子ども
の声が聞き取りゃすくなったり，しぐさが見えや
すくなったりする。また，友達の「わからない」
という言葉やしぐさを受け取りやすくなる。
このようなことから，子どもがグループの他の
子どもとともに「ジャンプの課題」に封勝し，考
えをすり合わせることで学びが生まれると考えら
れる。
5 今後の課題
教職専門実習Eでの実践で，それまで他者とか
かわりをもっていなかった子どもが，他の子ども
に少し身を寄せるしぐさを見せるなどしていた。
このような，少しずつ他者に関心をもち始めてい
る子どもが他者と考えを出し合うなどのかかわり
をもてるようになるには，もう少し時聞がかかる
のだろう。今回は教育実習期間でしか，この子ど
もの様子を見ることができなかった。そのため，
子どもがかかわりをもてるようになるまで子ども
の様子を見ることができなかった。子どものかか
わりを「継続的」に見ていくことが，今後の課題
として挙げられる。
また， rジャンプの課題」についても，より一
層追究していきたい。今回の教育実習での実践で
は，筆者なりに「課題」を工夫してきたつもりで
はあった。しかし，その r!鰻重Jを検討していく
中で.r何が，教科の本質なのかJrこの子どもに
47 
とって，どのような課題が.wジャンプの課題にな
るのかJ1Jというととについて，あまり深く考えて
こなかった。このようなことから， r子どもに何を
学んでほしいのか」ということを明確にできなか
ったように思う。今後は，今回授業を行わなかっ
た教科も含め，各教科の「教科の本質」を追究し
ていき，その上で，各教科で「子どもに何を学ん
でほしいのか」ということに対する自分の考えを
明確にもてるようにしていきたい。
更に，子どもにとってどのくらいのレベルの課
題が「ジャンプの課題Jになるのか，ということ
も考えていきたい。今回の教職専門実習Eでは，
各授業で「ジャンプの課題Jを設定するように心
がけた。しかし，実際に筆者が「このくらいのレ
ベルなら，あの子どもたちにとって少し難しいく
らいのレベルになるだろうか」と考えた課題で授
業を行うと，子どもにとっては「簡単な課題Jで
あり，学びが生まれないことがあった。子どもが
学んでいくために，子どもにとってどのくらいの
レベルが「難しい」ものになるのかを，子どもが
学ぶ姿から考えていくことが大切になると考えた。
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